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	第１次中央決起集会では、月例給水準の維持と公務員労働者の生活を防衛する一時金支給月数の確保、非常勤職員の雇用確保と処遇改善、段階的定年延長などの要求に沿った人事院勧告の実現に向けた決意を固めました。
交渉支援行動を背景に行った交渉では、「要求実現」を求めましたが、人事院は情勢が極めて厳しいことを強調し、要求には応えない一方、較差がマイナスとなった場合には50歳
	
	
	台後半を狙い撃ちにした給与引下げを実施することを提案するなど、公務員連絡会として到底受け入れられない回答を示しました。
公務員連絡会は50歳台後半の給与引下げ提案は断じて認められないとして撤回を求め、人員削減が進み厳しい労働条件の下で日々の業務運営に全力を尽くしている組合員の切実な要求に応えるよう強く迫りました。　　　　　　

【以下、次号につづく】





























































































≪日　程≫


開会行事　18：30


主催者あいさつ


　社明運動津別町実施委員会


　委員長　津別町長　佐藤　多一


法務大臣メッセージ紹介


　美幌地区保護司会


　津別分区長　福井　全雅


標語表彰式　18：45


審査委員長講評


　津別小学校校長　本堂　敦


講演　19：00


釧路保護観察所北見駐在官事務所


保護観察官　西川　順一　氏


◆　閉会　20：30
























































【保護観察官とは】


　保護観察官は、犯罪をした人たちや非行をした少年の立ち直りを助けるため、心理学・教育学・社会学などの専門知識に基づき、民間のボランティアである保護司と協力して、通常の社会の中で指導・援助しているほか、地域社会の非行防止や犯罪予防活動を行っています。





講演：『ご存知ですか　


更生保護を支える人たち』


講師：釧路保護観察所北見駐在官事務所


　　　　保護観察官　西川　順一　氏











今回はの講演は、犯罪をした人たちが、罪を償い、社会の一員として立ち直るためには、立ち直りの場である地域社会の皆様から更生保護に対する理解とお力添えをいただくことが不可欠であり、犯罪や非行のない、安全で安心して暮らしやすい地域社会を築いていくことについて、お話いただきます！！みなさんで考えませんか？





 皆さんもぜひ参加し「更生保護」を考えあいましょう 
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７月７日、地方財政審議会第16回地方公務員共済組合分科会が開催され、臓器移植法の一部改正に伴う組合員証等に係る地方公務員共済組合法施行規定の改定案について審議が行われました。


審議事項の主旨は、臓器移植法の一部改正に伴って、共済組合組合員証の裏面に臓器提供に関する意思表示欄を設けるということです。�
�
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この措置は、共済組合だけでなく、他の被保険者証でも改正が進められています。


事務局の説明後、若干の質疑応答の上で改正することが確認されました。


施行期日は、2010年７月17日です。これにより、施行日以降に更新等が行われる「共済組合員証」は、この様式にそったものに順次あらためられます。


【自治労本部情報より／次号につづく】�
�






参議院議員　えさきたかし





公務員連絡会は、７月13日、第１次中央行動を実施し人事院交渉を取り組みました。全国から1000人を超える仲間が結集し、北海道からも９人が参加しました。














全国の皆様へ


第22回参議院選挙において、全国の仲間のみなさんのご支援を受けて私は当選を果たすことができました。


私はこの選挙は、疲弊した公共サービスを再生させるための極めて重要な選挙だと考え、なんとしても勝たなければならないと全国をまわってきました。そして、多くの組合員の皆さんとお話し、この国の最前線である「現場」を大事にしていく政治の実現が何よりも大切だと考えてきました。


選挙結果は政権与党に厳しく、民主党は改選議席数を確保出来ず、与党全体で過半数を割り込む結果となり、厳しい国会運営を余儀なくされることになりました。


私は、国会活動を始めるにあたって、みなさんからいただいた13万票余の重みをしっかりと受け止め、みなさんから寄せられた期待に応えられるよう全力を尽くす決意でいます。今後ともご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。


2010年7月14日














